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平成２７年度 学校評価計画
徳島県立ひのみね支援学校

徳島県教育
基本目標 『とくしまの教育力を結集し，未来を創造する，たくましい人づくり』 ～県民とともに考え，ともに育むオンリーワン教育の実現～

学校経営 「三つの保障」「二つの指導」「一つの約束」
基本方針 三つの保障：「学習の保障」，「安全の保障」，「人権の保障」

二つの指導：「人間性」と「専門性」の融合，「規律と礼節」
一つの約束：「地域や保護者に開かれた学校」

本校の 「徳島県教育振興計画」に基づき，児童生徒一人一人の個性と人権を尊重し，自立と社会参加の促進に向けて，自己実現に努める心豊かな

教育目標 人間を育成する。

自立と社会参加の促進に向けて，３つの「Ｉ」を三位一体で推進する。

１ ＩＣＦ（国際生活機能分類）の理念に基づく障がい児の理解と啓発の推進
本年度の 一人一人の児童生徒の実態を把握し，具体的な指導内容を設定する。そして，キャリア教育プログラムの推進を図る。
重点目標

２ ＩＣＴ（情報通信技術）の推進による外部の専門家を活用した授業改善
授業の中でＩＣＴを効果的に活用し，指導方法の改善を図りながら，児童生徒の学力向上につなげていく。

３ ＩＳＯ（新学校版環境ＩＳＯ）の推進を通したＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）への取組
ＥＳＤ（Education for Sustainable Development）に取り組む中で，他者・社会・自然環境とつながり，かかわる力を育成する。

平成２７年度末総合評価 平成２７年度末総合評価

次年度への課題
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重点目標１ ＩＣＦ（国際生活機能分類）の理念に基づく障がい児の理解と啓発の推進

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題

重点課題 重点目標 活動計画と評価指標 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

○自立と社会 ○教員間の共通 ＜活動計画＞ ＜活動計画の実施状況＞ 総合評価
参加の基盤 理解を図りな ①全児童生徒について学期
となるコミ がら，コミュ に１回ケース会を実施し， ＜評定＞
ュニケーシ ニケーション 教員間の共通理解を図る。
ョンについ 力を育て，生 ②コミュニケーションに関
て，一人一 活の中で活用 する指導や支援機器等の
人の児童生 させる。 研修を年３回以上行う。
徒に育てた ③コミュニケーションに関 ＜所見＞
い力や課題 ［Ⅰ類型］ する実践について，学部
を明らかに ・困った時など， 会で年３回以上情報交換
し，個別の 必要なことや を行う。
指導計画に 自分の意思を ④個別の指導計画のコミュ
位置付けな 伝えるコミュ ニケーションに関する目
がら，教員 ニケーション 標設定の妥当性を高める
が指導の方 力を育てる。 研修を，学部主事やワー
針や方向性 キンググループを対象に
を共通理解 ［Ⅱ～Ⅳ類型］ 実施する。
しやすくす ・一人一人の児
る必要があ 童生徒に応じ
る。 たコミュニケ ＜評価指標＞ ＜評価指標の達成度＞

ーション力を ①各児童生徒のコミュニケ
育てる。 ーションに関する個別の

指導計画の目標で「目標
に十分達した」，「目標に
達した」という評価を
80%以上得る。

②学部主事やワーキンググ
ループの教員の 90％以上
が，児童生徒のコミュニ
ケーションに関する目標
設定や評価について，妥
当性を高めることができ
たと回答する。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：あまり達成できなかった Ｄ：全く達成できなかった
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重点目標２ ＩＣＴ（情報通信技術）の推進による外部の専門家を活用した授業改善

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題

重点課題 重点目標 活動計画と評価指標 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

○ＩＣＴ機器 ○ＩＣＴ機器の 総合評価
を授業で活 積極的な活用 ＜活動計画＞ ＜活動計画の実施状況＞
用したいと を推進し，授 ①ＯＡＫプログラムを活用 ＜評定＞
考えている 業改善を図る。 した，児童生徒の実態把
教員が多い 握についての研修・事例
ものの，実 発表等を年間３回以上実
際に活用に 施する。
まで至って ② e-ラーニング等を利用し， ＜所見＞
いるとは言 ＩＣＴ活用に関する自己
い難い。（昨 研修を年間３回以上行い
年度評価よ その活用法について考察
り） する機会を設ける。

○児童生徒の ③授業への活用を推進し，
実態把握と 活用事例を５件以上デー
してＯＡＫ タベース化する。
プログラム
を活用して ＜評価指標＞ ＜評価指標の達成度＞
みたいとい ①研修・事例発表を３回以
う声が上が 上実施する。
っている。 ②自己研修を年間３回以上
（昨年度研 実施する。
修会より） ③事例を５件以上データベ

ース化する。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：あまり達成できなかった Ｄ：全く達成できなかった



- 4 -

重点目標３ ＩＳＯ（新学校版環境ＩＳＯ）の推進を通したＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）への取組
自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題

重点課題 重点目標 活動計画と評価指標 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

＜活動計画＞ ＜活動計画の実施状況＞ 総合評価
○新学校版環 ①新学校版環境 ①ｰ 1新学校版環境ＩＳＯ推
境ＩＳＯの ＩＳＯの活動 進委員会を実施し，計画 ＜評定＞
活動を推進 の推進と見直 や活動内容について確認
する必要が しを実施する。 ・協議する。
ある。 ①ｰ 2管理職による内部評価

を実施する。
＜所見＞

②保護者と連携 ②ｰ 1ペットボトルのキャッ
した活動を充 プ集めのリサイクル運動
実させる。 を，保護者と連携して実

施する。
②ｰ 2学校周辺のゴミ拾いの
活動を集まりやすい時間
に設定し，児童生徒・保
護者・教職員が協力して
実施する。

③地域と協力し ③みなと高等学園の生徒と
た校内環境づ 本校生徒が協力して花を
くり 植える等の校内環境整備

を実施する。

＜評価指標＞ ＜評価指標の達成度＞
①ｰ 1新学校版環境ＩＳＯ推
進委員会を学期に１回実
施し，計画や活動内容に
ついて確認・協議する。

①ｰ 2管理職による内部評価
を年２回（９月・２月）
実施する。

②ｰ 1ペットボトルのキャッ
プ集めのリサイクル運動
で，毎月５Ｋｇ以上を回
収する。

②ｰ 2学校周辺のゴミ拾いの
活動を各学部で年２回以
上，児童生徒・保護者・
教職員が協力して実施す
る。

③みなと高等学園の生徒と
校内環境整備を年２回以
上実施する。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：あまり達成できなかった Ｄ：全く達成できなかった


